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沖縄の戦中戦後の 子 ど もの 視点か らの オ
ー

ラル ヒス トリ
ー

の

　　　　　　　 デ ジタル
・アーカ イ ブ化 の 課題
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〈 概要 〉 沖縄戦 の 戦 中戦後 に小 学生 で あ っ た人 に米軍 の 上 陸前後か ら収容所 ま で の 戦争体験を子

ども の 視点でオ
ー

ラル ヒ ス トリ
ー

と してデジタル ・ア
ー

カイ ブ化 した 。 そ の 中か ら教材 として適

す る素材 を抽出 し ， 教材 デジタ ル ・ア
ー

カイ ブと して の 構成方法 に つ い て検討を行 っ た 。 また ，

こ れ らの デジ タル 資料を用い た が新 しい デ ジタル 教科書の 構成 の 基礎 にす るため の 検討 を行 っ た。

〈 キ
ーワー

ド〉デジタル
・
ア
ー

カ イブ ， 教材 ， 沖縄戦 ， デジ タル 教科書

1 ．戦中 ・戦後 の 体験者

　 〜い か に話 を残 す か〜

　沖縄戦の 戦中 ・戦後の 体験は，同年代 の 子 ど

もが大人 の 視点か らの 話が多く ， 当時 の 子 ども

が どの よ うに受 け止 め，考えた か とい う話が教

材 として 重要で ある 。 しか し，
一般 的に戦 中 ・

戦後の 厳 し い 状況で の 体験が話 され る機 会は

少なく，また ，当時 の 小 学生だ っ た人 々 は 70

歳以 Eにな られ て い る 。 現在，オ
ー

ラル ヒ ス ト

リーの デジ タル ・ア ーカ イブ とし て 構成で きる

時間的な余裕はない 状況 に なっ て き て い る u

　そ こ で ，30 年ほ ど親交の あ る 仲本實先生 に

当時 （戦中 ・戦後）の 状況 をオ
ー

ラル ヒ ス トリ

ー
と して お話をお 願い で きるこ とにな っ た。こ

の こ とは ， 仲本先生 の ご厚意 と ， 教育者 と して

当時の 様子を現在の 了どもに 残す と い う思い

で 可能に な っ た こ とを
一

同大変感謝 し
， ま た

，

大 切に した い 。

オー
ラル ヒ ス トリー

の 構成

　仲本 實先生 の オーラ ル ヒ ス トリーの 構成は ，

次 の よ うで ある。

　 1 ）昭和 13〜15 年頃の 生活

　 2 ）戦争近づ く

　 3 ）最初の 爆音

　 4 ）再び 山 田国民学校 へ

　 5 ） 10 月 10 凵の 空襲

　 6 ）昭和 20 年上陸戦争の 前触れ

　 7 ） 4 月 1 日米軍 上陸

　 8 ）家族は難民収 容所 へ

　 9 ） 山中で の 暮らし

　 10）米軍 の 態度がだ んだん険悪 に な っ て きた

　 11）石 川収容所と終戦

　 12）宮森小 学校時代

　 13）浮浪者時代終わ る

　 こ れ らの 目次に対応 し
， 各章で 資料 の デジ タ

ル ・ア
ー

カイ ブを構成 した 、

2 ．仲本 先生 の オ
ー

ラル ヒ ス トリ
ー

　2010 年 8 月 11 日に仲本先生 の 第 1 回 の オ

ーラ ル ヒ ス トリーの 収録を進 めた 。

岐 阜女子 大学 （沖縄 サ テ ラ イ ト校） の 学生，
院生 等 に よ る撮 影

資料 を見 せ な が らお 話 し され た

＊ 1　MAKISHI，Etsuko　　　＊ 2　TERUYA，　Sayuri　　＊ 3　KAJIKU，　Naoko 　＊ 5　TANl ，　Risa

＊ 7GOTO ，　Tadahiko ： 岐阜女子 大学　＊ 4　ARAKAKI ，Ilideshi ： 沖縄県教育庁中頭教育事務所

＊ 6 工NAFUKU
，
　s  io ： 沖縄女子 短期大学
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3 ．デ ジ タル ・ア
ー

カイ ブ の構成例

　オーラ ル ヒ ス トリ
ー

の 全体的な構成 は，前記

1 ）〜13）まで の 各章を
一

つ の 区 切 り と し，さ

らにそ の 中 を細部 に分 けて リス ト化 し， 各画面

の 映像の ドに 日次 を表示 ・構成 し た 。

　また，写真 の よ うにオ ー
ラル ヒ ス トリ

ー
の 文

書は ， 中央に表示 し，関連資料は文書の 右側に

リス ト化 し表示 し た。そ の 内容は関連資料 を指

示すれ ば ， 提示 で きる 。
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供が 重要になる。

　そ の た め今回は ，仲本先生 の 全体の オーラ ル

ヒ ス ト リーか ら さ ら に
， 教材 と して 必要 な課題

（項 目）を抽出 し， そ の 具体的な話をお願 い し

た。
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（1 ）関連資料 の 収集と追加

　関連資料 は，今後，米国 ・沖縄公文書館 を始

め各 分野で の 資料 の 利用 ， 協力 をお願い し，ま

た ，沖縄関係者に よる関連資料を追加 し ， よ り

質 の 高い デ ジタル ・ア
ー

カイ ブを構成 し た n

（2 ）長期保管 と し て の 構成

　教材化等の 利用 目的別 の デジタ ル ・ア ー
カイ

ブ の 構成 とは 別に ，長期保存用の デジタル
・ア

ー
カ イ ブ の 構成が必要 で ある。とくに，教材化

の デ ジタル ・ア
ー

カイブ は ，著作権 ・プ ラ イ バ

シ ー等 の 配 慮が 必 要 で あ る。（長期 保存は
， 著

作権等の 関係 す る 50 年，70 年以 上 の 百年，数

百年の 保存 と し て ，また ，研究用 と して管理す

る。）

4 ．オ ー
ラル ヒ ス トリ

ー
の 教材化 の 課題

　仲本 先生 の オ
ー

ラル ヒ ス トリーは ，数時間の

長 い 映像記録 とな り，それ を教材 と して 直接 利

用する こ とは困難であ る 。

　ま た，教材化す る に は ，
一

般的な話 か ら ， そ

の 具体的な細部の 話 ， さ らに ， 話者が具体的に

どの よ うに 「受 け 止め，考えた か 」等の 情報提

奄体的オ
ー

ラル ヒ ス トリー

（数 時 間 の オ
ー

ラ ル ）

教材化 の た め の 課題 を抽 出

（リス ト化 と関連 資料収集）

再 度 各 課 題 に っ い て の オ
ー

ラ ル

ヒ ス ト リー

※全体の オ
ー

ラル ヒ ス トリ
ー

の 中か ら，教材化

に適する，ある い は，必要な課 題を抽出 した 。

また ， オ
ー

ラル ヒ ス トリ
ー

以外 に ，撮影 ・記録

の 問の 話 し合い の 中で ，重要な事項 を話 され る

こ とも多く，こ れ らも併せ て 依頼 し，話を して

い た だ く こ と も重要 で ある u

↑
全

体

Illllll

亨…
▲
l111

−

選

定
教
材
項
凵

↓

大枠 の 質 問亨項

（話 され る 方 に 項 目 を打

合わせ ）

オ
ー

ラル ヒ ス トリーの 話

（質 問 と撮 影 ・記録 〉

全 体 の オーラル ヒ ス トリー

作 成

文 書化 ・目次 ・資料 の 整 備

一一一，一一一一一＿一一一一一一一一一一一一一

教 材頃 目 の 選 定

（全 体 の オー
ラ ル ヒ ス ト

リ
ー

の 中 か ら）

選 定 した 教 材 項 目 に つ い

て の オーラル ヒ ス トリー

を依 頼

項 目別 の 教 材 の オー
ラ ル

ヒ ス トリ
ー

構 成

今回，次 の 課題 に つ い て は ，下記 に 示 す よ う
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な事項を依頼 した。 （今後 さらに各課題に つ い

て依頼 す る。）

　今回は，カ ン カ ラ三線や石 川収容所 （米軍に

よる人 々 の 収容）の 中で の 様子を中心 に依頼 し

た。

（1 ）カ ン カ ラ三線につ い て

　　 （素材，構造，だれが始め た か 等）

（2 ）石 川収容所に つ い て

　　 （住居，どん な人 々 が暮 らして い たか 等）

（3 ）学校生活 につ い て

　　 （子 どもの 仕事，遊び等）

（4 ）舞踊 芸能にっ い て

　　 （ハ ン ナ 少佐 と沖縄諮詢会等）

　 （各課題に つ い て は，別 に報告する 。 ）

　 1）撮影の様子

撮影 の テ ス ト

撮影 （照明，音声，表情） の テ ス ト

提示 資料の チ ェ ッ ク

　　　　　　 撮影 の 様子

2 ）仲本先生 の 話 し の 様子

話 し の 様子
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2011 年 6 月 26 日収録

「沖縄 の 戦中戦後 の 子 どもの 視点か らの オ
ー

ラル ヒ ス トリ
ー

」 よ り
一

部抜粋。

　〜子 どもの 仕事に つ い て
〜

ほ とん どの 子，女 の 子 が 多か っ た よ うで す が，こ うい

う風 （写 真 1）に 子 ど も を お ん ぶ し て い る 。 要 す るに

子 守 です ね 。 あ と，薪を集め た り （写真 2），色々 な仕

事 を して い ま し た。

（写 真 2）働く子 ど も

（写 真 1）子守す る女 の 子

そ れ か ら，私 た ちは 「特 効 」 と言 っ て い た の で す が，

トイ レ を片付ける仕事が あ っ たん で す。当 時 は，私 た

ちの 集 落 で は ドラム 缶 を 4 本 か ら 5 本を 埋 め て，そ の

上 に 板 を 置い て トイ レ に し て い ま した。とこ ろが こ れ

は．雨水 も入 っ た りして ，貯 ま る の が 案外 早 い ん で す

ね。これ を片 付 け る の が 子 ど もの 仕 事 で し た。毎 日同

じ人 が や る の で は な くて ，当番 制 で や っ て い ま した．
1特 効 」 とい う名前 の 由来 は，最初は 臭い か らタオル

か何 か で 鼻 を覆っ て 担 い で い く訳 で す。そ うす る と，

そ の 辺 に い る 子 が 「臭 い 」 とい っ て 逃げて い く。それ

が ，我 々 が 特 攻 隊 に 行 く よ うな 感 じ が した の で ，特攻

と言 っ て い ま した。そ れ を村は ずれ の 「タードーシ」

とい う閏ん ぼ の 十 をあ げて 畑に し て い る と こ ろに 穴が

掘 っ て あ っ て ，（そ の 穴 に ）そ れ を こ ぼ し て い た。この

特 攻の 仕事 は い や い や なが らに や っ て い ま した。こ の

よ うに，当 時 の T一ど もの 大 き な仕事 とい えば，薪集 め

だ とか，トイ レ 運 び，子 守 で し た。

5 ．戦中戦後 の オ ー
ラ ル ヒ ス トリ

ー
の

　　教材化 の 課題

　戦 中・戦後の オ
ー

ラル ヒ ス トリ
ー

には ， 関連

資料 の 利用 や現 地 の 映像の 撮影が必 要で ある、

また，教材化に あたっ て は，プ ライ バ シ ー
，さ

ら に教材化 として 適 さない 資料 もあ り，教育的

に何を削除す るか が大 きな課題で ある。

（1）関連資料の 整備

　　戦争関係 の 映像，写真 ，文書等が説明に必

　要で あ り，これ らを収集保存 し，提 供可 能な

　状況に して お くべ きで あ る。岐阜女子大学に

　は ，沖縄 の 映像が 1 万数千件 あ り，また ，米

　国公 文書館の 資料 も保存 して い る。今回，こ

れ らを利用 しデジ タ ル ・アーカ イ ブ の 構築を

行 っ た 。

（2 ）教材化で の プライ バ シー問題

　 オ ー
ラル ヒ ス トリ

ー
の 巾 に は ，個人名が多

く使われ て い る。現状で は 話され た まま の 状

態で残 して い るが ， それ を学校等で 利用する

にあた っ て は，現法下の プ ライバ シー原則等

を配慮 し た形で 取 り扱わ な けれ ばな らな い 。

今後，オ
ー

ラ ル ヒ ス ト リー
の プ ライ バ シ

ー
に

関するガイ ドライ ン 等が必要で ある。

（3 ）教材化 に適 さない分野

　 オ ー
ラル ヒ ス トリ

ー
は，可能 な限 り，話さ

れ た 内容 をそ の まま記録 して い て ，そ の 中に

は ， 現在の 社会通念と して ，さらに，学年に

よ っ て は適 さない 事項 がある。こ の ため ， 話

の 内容 に よ っ て利 用す る学年等 を決め るガ

イ ドライ ン の 設定が必要 で ある。

　 また ， 関連提 示資料 も教材 と し て の 注意を

すべ きで ある。とくに ， 戦争中の 写真等に っ

い ては ， 教育的配慮を も っ て 選 定す る必要が

ある。

6 ．お わ りに

　沖縄戦 の 戦中 ・戦後 の 体験 を ， オ
ー

ラル ヒ ス

トリ
ー

と して 子 どもの視点か ら記録 した り，さ

らに 関係資料 を収集 ・撮影 し，デ ジタル ・ア
ー

カ イブ として 構成す る 試 み が ，仲本實氏 を は じ

め，岐阜女了大学沖縄校 の 学生の お じい さん ，

お ばあ さんな どの ご厚 意に よ り進 みだ した。

　 こ の こ とは，オ
ー

ラ ル ヒ ス トリ
ーとし て，ま

た，子 どもの 戦争体験 を後世 に残す もの と して ，

大変貴重 な資料 ・教材に な る。仲本先生 と の 会

話の 中で ふ と出 た
“

こ の よ うな （戦 中 ・戦後の

体験 の ）話 は ， 多 くの 人は話 して い ない
”

とい

う言葉通 り，自ら第 1 人称で 自分の 実体験を ど

の よ うに受 け止 め考えた の か を話 され る人は

少な い。我 々 は ，今回 の 学生 の お じい さん，お

ばあさん が 孫 に話 され る オ
ー

ラル ヒ ス トリ
ー

を ， 貴重な人 々 の 心 の財産 として大切 に記録 ・

保存 し，次の 世代に伝承 しなけれ ばな らない 。
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